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「
第
30
回
沖
縄
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
冬

季
選
抜
大
会
・
第
８
回
タ
イ
ム
ス
ワ
ラ
ビ
ー
カ
ッ

プ
」
の
決
勝
が
12
月
28
日
に
宜
野
湾
市
立
体
育

館
で
行
わ
れ
、
宮
森
小
学
校
が
41
対
31
で
金
城

小
（
那
覇
市
）
を
下
し
、
見
事
栄
え
あ
る
優
勝

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

同
校
は
３
月
28
日
～
30
日
の
３
日
間
か
け
て

代
々
木
体
育
館（
東
京
都
）で
開
催
さ
れ
る
「
第

47
回
全
国
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
へ
県

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
報
告
を
受
け
た
島
袋
市
長
は
「
こ
れ
ま
で
の

練
習
の
成
果
を
信
じ
て
、
全
国
で
も
楽
し
く
プ

レ
ー
し
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
の
Ｐ
Ｇ
Ｍ
世
界

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
日
本

代
表
選
抜
大
会
県
予
選

が
１
月
５
日
に
沖
縄
国

際
Ｃ
Ｇ
で
行
わ
れ
ま
し

た
。小こ
し
お
が
わ

潮
川
せ
り
ち
ゃ
ん

（
与
那
城
小
４
年
）
が

ス
コ
ア
「
81
」
を
叩
き

出
し
、
９
―
10
歳
の
部

で
見
事
優
勝
し
、
４
月

に
行
わ
れ
る
佐
賀
県
決

勝
大
会
へ
の
切
符
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

　

昭
和
24
年
1
月
26
日
に
，
現
存

す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ

る
法
隆
寺
（
奈
良
県
斑
鳩
町
）
の

金
堂
が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し
た

こ
と
に
基
づ
き
制
定
さ
れ
た
、
１
月

26
日
の
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に
、

世
界
遺
産
勝
連
城
跡
で
、
防
火
意

識
の
再
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
エ
ン
ジ
ェル
保
育
園
の
園
児
た
ち
が

「
火
の
用
心
」
の
ハ
ッ
ピ
を
着
て
エ

イ
サ
ー
や
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
後
は
、

消
防
士
に
よ
る
消
火
器
の
使
い
方
の

説
明
や
、
実
際
に
火
災
が
発
生
し
た

時
を
想
定
し
た
模
擬
消
火
訓
練
が
行

わ
れ
る
等
、
も
し
も
の
時
に
備
え
た

心
構
え
と
知
識
を
確
認
し
ま
し
た
。

文
化
財
防
火
デ
ー

宮
森
女
子
バ
ス
ケ
部
優
勝

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
県
予
選

優
勝
小
潮
川
せ
り
ち
ゃ
ん

1
26

1
26

1
19

【全国への意気込みを右手に込める選手たち】【島袋市長、栄門教育長に大会成績を報告しました】

【模擬消火訓練の様子】

　６歳からゴルフを始め、最近は体幹トレー
ニングも取り入れている。身長は 135cm と
大きい方ではないが、持ち前のしなやかなス
イングで、ティーショットは 150 ヤードの飛
距離をほこる。
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地
域
の
身
近
な
社
会
福
祉
施
設
で
あ
る

「
う
る
ま
市
法
人
保
育
園
26
園
」
か
ら
、

今
春
小
学
校
へ
入
学
す
る
市
内
の
ひ
と
り

親
世
帯
の
新
一
年
生
へ
ラ
ン
ド
セ
ル
10
個
の

寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ラ
ン
ド
セ

ル
は
、
市
母

子
寡
婦
福

祉
会
を
通
し

て
、
新
一
年

生
に
贈
ら
れ

ま
す
。

　

納
税
者
に
税
を
公
平
に
負
担
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
収
入
や
資
産
が
あ
り
な

が
ら
も
税
が
滞
納
と
な
っ
た
方
へ々
差
押
え

た
資
産
の
公
売
が
、１
月
29
日
イ
オ
ン
モ
ー

ル
沖
縄
ラ
イ
カ

ム
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

４
月
・
５
月

は
徴
収
強
化
月

間
と
な
り
ま
す
の

で
、
税
が
未
納
の

方
々
は
お
早
目
に

納
付
・
相
談
を

行
って
く
だ
さ
い
。

　
山
芋
一
株
当
た
り
の
重
量
と
、実
の
大
物

ぶ
り
で
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
し
た「
や
ま
い
も
勝

負
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
挑
戦
」が
市
具
志
川

運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。ギ
ネ
ス
認
定

基
準
70
㎏
に
対
し
、

約
60
点
の
出
品
の

中
、最
高
重
量
記
録

は
山や

ま
だ田
正た
だ
しさ
ん
の

54
・
90
㎏
と
な
り
、

残
念
な
が
ら
認
定

と
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、本
市
の
記

録
を
大
幅
に
更
新

し
ま
し
た
。

　

40
年
余
り
に
わ
た
り
洋
裁
に
従
事
し
、

制
服
等
の
仕
立
て
を
得
意
と
す
る
仲な
か
そ
ね
宗
根

惠け
い
こ子
さ
ん
（
ピ
ュ
ア
洋
裁
店
）
が
、
そ
の
高

い
技
術
が
評
価
さ
れ
、
優
秀
技
能
者
と
し
て

沖
縄
県
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
を

受
け
た
島
袋
市
長
は
「
こ
の
素
晴
ら
し
い
技

術
を
市
内
小
中
学
校
で
も
指
導
い
た
だ
き
、

学
生
の
も
の

づ
く
り
へ
の

興
味
や
関

心
を
育
て
て

い
た
だ
き
た

い
」
と
語

り
ま
し
た
。

　

受
刑
者
や
少
年
院
在
院
者
等
の
改
善

更
生
の
た
め
に
様
々
な
奉
仕
活
動
を
行
う

篤と
く
し志
面
接
委
員
の
高た
か
え
す
江
洲
義よ
し
た
け竹
さ
ん
（
字

栄
野
比
）
が
、長
年
の
功
労
が
評
価
さ
れ
、

法
務
大
臣

よ
り
感
謝

状
が
贈
ら

れ
、
２
月

２
日
に
島

袋
市
長
と

喜
び
を
分

か
ち
あ
い

ま
し
た
。

　

３
月
28
日
か
ら
東
京
で
開
催
さ
れ
る

「
第
29
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
６
」の
県
代
表

選
手
に
、市
内
か
ら
５
名
の
生
徒
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

36
年
に
わ
た
り
地
域
と
行
政
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
、母
子
の
保
持・推
進
を
行
っ

て
き
た
市
母
子
保
健
健
康
推
進
員
の
伊い
れ
い礼

勝か
つ
こ子
さ
ん（
字
兼
箇
段
）が
、そ
の
多
年
の

功
績
が
評

価
さ
れ
、県

知
事
よ
り

表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
本
市
と
友
好
都
市
で
あ
る
岩
手
県
盛
岡

市
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム「
グ
ル
ー

ジ
ャ
盛
岡（
J
３
所
属
）」の
選
手
を
招
い
た

「
サ
ッ
カ
ー
教
室
」が
、あ
げ
な
中
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。市
内
中
学
校
の
サ
ッ

カ
ー
部
に
所
属

す
る
生
徒
約

60
名
が
参
加
し

て
、プ
ロ
の
技
術

を
学
び
、同
教

室
の
最
後
に
は
、

選
手
を
交
え
た

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

ラ
ン
ド
セ
ル
を
寄
贈

沖
縄
県
合
同
公
売
開
催

や
ま
い
も
ギ
ネ
ス
挑
戦

結
果
は
…

優
秀
技
能
者

仲
宗
根
惠
子
さ
ん

法
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
贈
呈

高
江
洲
義
竹
さ
ん

市
内
か
ら
５
名
が

県
代
表
に
選
抜

県
知
事
表
彰
受
賞　

伊
礼
勝
子
さ
ん

サ
ッ
カ
ー
教
室
開
催　

～
プ
ロ
に
学
ぶ
～

1
29

1
29

1
29

1
29

2
7

2
11

2
2

まちの話題
まちのイベントや地域の話題をお届けします。

左から
山
や ま の は

入端　航
こうだい

大（高江洲中２年）（SG）
仲
な か そ ね

宗根　　弘
ひろ

（高江洲中２年）（SF）
中
なかやま

山　　葵
あ お ば

葉（あげな中２年）（SG）
金
きんじょう

城　茉
ま り あ

莉亜（あげな中２年）（PG）
具
ぐ し け ん

志堅　夏
か り ん

琳（与勝中２年）　  （PF）
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放課後子ども教室、社会教育関係団体の舞台発表、パネル展示、その他関連事業もありました。

　うるま市立公民館では、100近くのサークル団体
が自主的・継続的な学習活動を行っています。今回
のフェスティバルでは公民館まつりとして、展示発
表の部25団体、舞台発表の部48団体が日頃の練習成
果を披露しました。

石
川
地
区
公
民
館

勝
連
地
区
公
民
館

与
那
城
地
区
公
民
館

☎
９
６
４―

３
４
３
３

☎
９
７
８―

７
１
９
４

☎
９
７
８―

６
８
３
６

　平
成
27
年
度
う
る
ま
市
教
育
委
員
会
表
彰

並
び
に
社
会
教
育
優
良
団
体
及
び
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
◆
表
彰
さ
れ
ま
し
た
◆
◆

　
２
月
６
日（
土
）、
７
日（
日
）
の
両
日
「
あ
じ
わ
お
う
！ 

学
ぶ
楽
し
さ

心
の
豊
か
さ
」
を
テ
ー
マ
に
第
11
回
う
る
ま
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
団
体
の
展
示
や
舞
台
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
や

軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

【社会教育表彰】 【教育委員会表彰】

【
教
育
委
員
会
表
彰
（
団
体
）】

・
伊
波
中
学
校　
陸
上
部

・
具
志
川
中
学
校　
吹
奏
楽
部

・
高
江
洲
小
学
校　
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

【
教
育
委
員
会
表
彰
（
個
人
）】

・
辻つ

じ

村む
ら

琉り
ゅ
う

冴が

さ
ん
（
石
川
）

・
平た

い
良ら

光ひ
ゅ
う
ま

勇
真
さ
ん
（
石
川
伊
波
）

・
ペ
リ
ー
里り

佳か

ニ
コ
ー
ル
さ
ん
（
石
川
）

・
山や

ま
城し

ろ
芳よ

し
美み

さ
ん
（
石
川
東
山
本
町
）

・
金き

ん

城じ
ょ
う

武た
け

夫お

さ
ん
（
字
西
原
）

・
仲な

嘉か

廣ひ
ろ
しさ

ん
（
与
那
城
）

・
運う

ん
天て

ん
清き

よ
正ま

さ
さ
ん
（
字
赤
道
）

・
久く

田だ

房ふ
さ

子こ

さ
ん
（
沖
縄
市
）

・
辺へ

ん
土と

名な

潤じ
ゅ
ん

さ
ん（
沖
縄
市
）

【
社
会
教
育
優
良
団
体
】

・
津
堅
子
ど
も
会　

・
ア
ッ
ケ
ッ
ケ
ー

・
創
作
エ
イ
サ
ー
風
わ
ら
び

・
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
ま
わ
り
の
会

・
西
原
ピ
ー
ス

【
社
会
教
育
功
労
者
】

・
仲な

か
村む

ら
秀ひ

で
樹き

さ
ん
（
勝
連
平
安
名
）

・
田た

村む
ら

和か
ず

子こ

さ
ん
（
み
ど
り
町
四
丁
目
）

・
山や

ま
城し

ろ
艶つ

や
子こ

さ
ん
（
字
高
江
洲
）

・
宮み

や
里ざ

と
加か

代よ

子こ

さ
ん
（
字
安
慶
名
）

・
伊い

波は

増ま
す

一い
ち 

さ
ん
（
石
川
伊
波
）

・
西に

し
銘め

百ゆ

合り

子こ

さ
ん
（
勝
連
南
風
原
）

・
村む

ら
浜は

ま
興こ

う
昌し

ょ
うさ

ん
（
字
西
原
）

・
仲な

か
宗そ

根ね

勝か
つ

信の
ぶ

さ
ん
（
字
兼
箇
段
）

・
伊い

波は

光こ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん
（
字
田
場
）



広報うるま 2016　3月号5

中央図書館 ☎974-1112
石川図書館 ☎964-5166
勝連図書館 ☎978-4321

☆うるま市立図書館ホームページ http://www.library.city.uruma.lg.jp/

☆借りた資料は、中央館・石川館・勝連館、どの図書館でも返却できます。
☆図書館にない本は、リクエストすることができます。

中央館 ３.４　三線（一般）
子どもに贈るえほん（児童）

石川館

勝連館

春の準備（一般）
春らんらん（児童）
あったか～い　はるのおはなし

☆館内利用者用コンピュータ端末及びホームページからご覧になれます。

行事案内（3月中旬～4月初旬）
中
央
館

石
川
館

勝
連
館

４月９日（土）
午後３時～

毎週金曜日
午前１０時３０分～

日　時

おはなし会

おはなし会

行　事

図書館スタッフ

コスモスの会３月１９日（土）
午前１０時３０分～おはなしワールド

サークルピピ４月２日（土）
午前１０時３０分～Let's goとしょかん

ラビット

４月９日（土）
午前１０時３０分～おはなしパラダイス すだち

サークル名等

図書館では、毎月テーマ別に特集を組んでたくさんの資料を
展示・紹介しています。

　スマホやパソコンは便利な反面、長時間の使用により、体の不調を引き
起こす原因にもなるようです。そこで今回は、スマホやパソコンと長くお
付き合いするための対処法や予防法などが載っている本を紹介します。

スマホの持ち方の特徴や、スマホの使用によって起こ
るさまざまな症状を紹介。スマホ時代に先駆けた健康
版「スマホ使用上の注意」として役立つ一冊。

ブックイズの答え：①はしらどけいのはこのなか

・毎週月曜日　・３月２０日（日） 春分の日
　　　　　　 ・３月３１日（木） 館内整理日

図書館休館日

（一般書）  所蔵館  中央

『「スマホ症候群」に気をつけて!』
木津 直昭 著／双葉社
き　ず 　ただあき

さか い　 しん  た  ろう

頸椎のカーブが消失してしまうストレートネック。スト
レートネックを自分で治すための「アゴ押し体操」「関節
包内矯正」「タオル枕」などセルフケア法を紹介。

（一般書）  所蔵館  中央

『あなたの首の痛み・肩こりは
  ストレートネックが原因です!』

酒井 慎太郎 著／永岡書店

視力低下のスピードが速い「パソコン近視」。疲れ目、頭
痛、首・肩こり、ドライアイ、不眠症に悩まされている方
におすすめの一冊。たった６分でできる視力回復トレー
ニング法なども掲載。 （一般書）  所蔵館  中央

『パソコン近視がどんどんよくなる本』
中川 和宏 著／青春出版社
なかがわ  かずひろ

 そろそろ暖かくなってもいいころなのに、その年の春はなかな
かやってきません。あやがふしぎに思っていると、困っているはる
ねこに出会いました。話を聞くと、〈はるのたね〉が詰まったきん
ちゃくぶくろをなくしてしまったというのです。さて、２人が春を
呼びおこすためにとった行動とは…？

今回は、グリム童話の絵本から
クイズを出すよ。３つの中から答
えを選んでね。
答えを探しに図書館にきてね！

『おおかみと七ひきのこやぎ』（グリム 原作／福音館書店）で、
七ひきめのこやぎがかくれたのはどこ？

① はしらど けい の はこのな か
② ベッド のした   ③ だんろのした

問題

　ご自宅に返却期限が過ぎた図書館の資料はありません
か？次に借りたい人のために返却期限を守り、早めに返すよ
うにしましょう。図書館が閉まっている時は、「ブックポスト」
をご利用ください。紙芝居・ＣＤ・カセットテープ・ビデオテー
プ・ＤＶＤは破損防止、中身確認のため直接カウンターへお
返しください。

『はるねこ』
かんの ゆうこ 文　松成 真理子 絵

講談社（所蔵館：中央）

まつ なり　　ま　  り　  こ

肩や首のこりを感じている人、頸肩腕症候群という病
気が、どのようなものなのかをわかりやすく解説。オ
フィスでできる対処法や日々の生活でできる予防法な
どを紹介。 （一般書）  所蔵館  勝連

『パソコンによる首・肩のコリと
  痛みはこうやって治す』

渡辺 靖之 著／メディカルトリビューン
わたなべ  やすゆき

スマホやパソコン 体のケアは大丈夫？スマホ パソコン

返し忘れはありませんか？
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部の変更　

課等の変更　

4月1日から組織・機構が変わります

　新たな行政課題や多様化する市民ニーズに適切・確実・迅速に対応し、さらなる市民サービス
の向上と地域発展ができるよう、組織機構を見直します。

●こども部の新設
　・子ども子育て支援新制度や幼保一体化などの政策に対応し、事業がスムーズに行われるよう、児童家庭課、保育課、
子ども未来課（教育委員会幼稚園部門一部統合）、子ども健康課（母子保健・予防接種部門）を統合配置した「こ
ども部」を新規に設置します。

●都市建設部の設置
　・建設部と都市計画部を統合し「都市建設部」を設置します。それぞれ抱えていた、企画・計画、道路公園整備、農
道等の維持管理など機能の一元化・合理化や景観・みどり、契約・入札などを統合強化します。

●企画政策課
　・行政経営視点の強化を図るため、企画課に行政改革推進部門を統合し「企画政策課」へ名称変更します。
●資産管理課
　・管財課資産管理部門に公共施設マネジメント部門を統合し「資産管理課」を設置。庁舎跡利用、学校跡利用の事
業推進を加速し、一体的な資産管理・運用を行います。

●防災基地渉外課
　・総務課防災係と基地対策課を統合し「防災基地渉外課」を設置します。
●総務課
　・管財課庁舎管理部門を統合。施設管理の効率化を目指します。
●窓口サービス課
　・市民サービスの向上と総合窓口を推進するため、市民課を「窓口サービス課」とし、人員配置で強化を図ります。
●福祉総務課
　・福祉の企画政策、各課連携を図る「福祉総務課」を新規に設置。市民サービス向上を図るため、福祉窓口の案内
機能や庁舎東棟（新庁舎）２階の案内機能の設置を目指します。

●市民協働課
　・市民生活課へ国際交流及び友好都市、ＮＰＯ、男女共同参画など、地域市民の関わりやすい部門を統合。「市民協働課」
へ名称変更し、市民協働の施策を展開します。

●健康支援課
　・健康支援課へ国保の保健事業を統合し、健康づくり・保健事業を一体的に推進します。健康福祉センターうるみん
を健康づくりの拠点として活用するため、うるみん内で執務を行います。

※うるま市全体の組織機構図はホームページにてご覧ください。
※各課の新しい連絡先については、詳細が決まり次第、広報うるま及びホームページにてお知らせします。
※現在の石川、勝連、与那城の各庁舎にある部署等は平成２８年５月上旬に庁舎西棟へ移転となります。
※各庁舎の市民関連窓口（住民票や納税関係、福祉等）は、今までどおり引き続きご利用になれます。

主な変更点

【お問い合わせ】行政改革推進室　☎ 973-5403
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　マイナンバー通知カードの受け取りについて

　平成２７年１１月から１２月にかけてマイナンバーが記載されている「通知カード」が住民票の住所地へ
「簡易書留」、「転送不要」（世帯単位）で郵送されました。
　不在、転居等の理由で、郵便局から返戻のあった通知カード
は平成２８年３月３１日までうるま市役所市民課にて保管しておりま
す。まだ受け取られていない方は、本庁舎（新庁舎）市民課横マ
イナンバー交付窓口で受け取ることができますので保管期限内の
受け取りをお願いいたします。
※世帯単位で発送しているため、本人および同一世帯員であれば、同じ世帯の方の通知カードを受け取ることができます。
（免許証等本人確認書類の持参をお願いいたします。）
※世帯が異なる方の通知カードを代理で受け取るには委任状等が必要です。
※保管期間経過後に通知カードの再交付を受ける場合は、再交付手数料５００円（１枚）が必要になり、３週間程度期間（東
京で作成、郵便発送）を要します。
※通知カードは、マイナンバーを確認するための書類です。平成２８年１月以降、健康保険・介護保険・雇用保険・税
関係の手続き等で必要になります。

市民課　☎９８９－５４１０

交通規制のご協力願い
　４月３日（日）うるま市与那城総合公園陸上競技場にて「第 1６回あやはし海中ロードレース大会」を開催
します。大会当日は、地域住民をはじめドライバーや沿道・輸送関係者の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、
大会役員の指示、案内標識に従って交通規制実施へのご協力をお願いします。

大会当日、会場周辺は非常に混み合いますので、早めの会場入りをお願いいたします。
大会事務局　☎９７８－９４０４（メール： ayahashi_race@grace.ocn.ne.jp）
商工観光課　☎９６５－５６３４

交通規制のご協力願い
　４月３日（日）うるま市与那城総合公園陸上競技場にて「第 1６回あやはし海中ロードレース大会」を開催
します。大会当日は、地域住民をはじめドライバーや沿道・輸送関係者の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、
大会役員の指示、案内標識に従って交通規制実施へのご協力をお願いします。

大会当日、会場周辺は非常に混み合いますので、早めの会場入りをお願いいたします。
大会事務局　☎９７８－９４０４（メール： ayahashi_race@grace.ocn.ne.jp）
商工観光課　☎９６５－５６３４
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※ダイヤル回線、♯8000をご利用いただけない地域からお掛けの場合は、
☎098-888-5230

　

現
在
、休
日
や
夜
間
に
お
い
て
、軽
症

の
患
者
さ
ん
の
救
急
医
療
へ
の
受
診
が
増

加
し
、緊
急
性
の
高
い
重
症
の
患
者
さ
ん

の
治
療
に
支
障
を
き
た
す
ケ
ー
ス
が
発
生

し
て
お
り
、そ
の
こ
と
が
病
院
勤
務
医
の

負
担
が
過
重
と
な
る
原
因
の
ひ
と
つ
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、休
日
・夜
間
は
医

療
機
関
に
支
払
わ
れ
る
医
療
費
も
高
く
設

定
さ
れ
て
お
り
、窓
口
負
担
も
高
く
な
り

ま
す
。

　
必
要
な
人
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、最
終
的
に

保
険
料
や
窓
口
負
担
と
し
て
皆
様
に
ご
負

担
い
た
だ
く
医
療
費
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
、医
療
機
関・薬
局
を
受
診
等
す
る
際

に
は
、以
下
の
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

●

夜
間・休
日
に
お
子
さ
ん
の
急
な
病
気
で

心
配
に
な
っ
た
ら
、ま
ず
、小
児
救
急
電

話
相
談（
＃
８
０
０
０
）の
利
用
を
考
え
ま

し
ょ
う
。小
児
科
の
医
師
や
看
護
師
か
ら

お
子
さ
ん
の
症
状
に
応
じ
た
適
切
な
対
処

の
仕
方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

（
相
談
日
時
は
、毎
日・夜
間　
午
後
7
時

～
午
後
11
時　
沖
縄
県
の
相
談
窓
口
へ
つ

な
が
り
ま
す
。）

国民健康保険課
☎９７３ー３２０２

●

休
日
や
夜
間
に
開
い
て
い
る
救
急
医
療

機
関
は
、緊
急
性
の
高
い
患
者
さ
ん
を
受

け
入
れ
る
た
め
の
も
の
で
す
。休
日
や
夜

間
に
受
診
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、平
日

の
時
間
内
に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
、も
う一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●

か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、気
に
な
る

こ
と
が
あ
っ
た
ら
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の

医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診

す
る
こ
と
は
、控
え
ま
し
ょ
う
。医
療
費

が
増
加
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、検
査
や

薬
の
重
複
な
ど
で
、体
に
悪
影
響
を
与
え

て
し
ま
う
な
ど
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。今

受
け
て
い
る
治
療
に
不
安
な
ど
が
あ
る
と

き
に
は
、そ
の
こ
と
を
医
師
に
伝
え
て
話

し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●

薬
が
余
っ
て
い
る
と
き
は
、医
師
や
薬
剤

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。（
薬
の
も
ら
い
す

ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。）

●

薬
は
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
、副
作
用

を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。お
薬
手
帳

の
活
用
な
ど
に
よ
り
、既
に
処
方
さ
れ
て

い
る
薬
を
医
師
や
薬
剤
師
に
伝
え
、飲
み

合
わ
せ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●

後
発
医
薬
品（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）

は
、先
発
医
薬
品
と
同
等
の
効
能
効
果
で

費
用
が
先
発
医
薬
品
よ
り
も
安
く
す
み

ま
す
。医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
し
な
が
ら

活
用
し
ま
し
ょ
う
。（
た
だ
し
、お
薬
の
種

類
に
よ
っ
て
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
製

造
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、薬
局
に
在
庫

が
な
い
場
合
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

処
方
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
お
薬
が
変
更

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

医療機関・薬局
の受診等に
あたって

※
国
民
健
康
保
険
課
で
は
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
」を
窓
口
で
お

配
り
し
て
い
ま
す
。希
望
さ
れ
る
方
は
、

国
民
健
康
保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　　
（
☎
９
8
９
ー
５
３
４
７
）
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　【お問い合わせ】うるま市役所　国民健康保険課 　保険証 /高額医療に関するお問い合わせ　☎ 098-973-3202
　特定健診に関するお問い合わせ　　　　　☎ 098-973-4960

◆3月から保険証の切り替えが始まります
　平成28年2月29日までに国保税を全額完納した世帯は保険証が郵送されますが、下記の場合は国民健康保険課窓
口での切り替えが必要です。3月末は大変混雑しますので、早めの来所をお願いします。
窓口切り替え対象世帯
①国保税に未納がある世帯  ②基地内に住所がある世帯
③郵便局へ転送届を出している世帯 ④住所の異動等で手続きの必要がある世帯
窓口切り替えする際に必要なもの
・現在お持ちの保険証　・身分証（運転免許証、住民基本台帳カード等）
・委任状（別世帯の方が代理で手続きをする場合は委任状が必要です。）
・国保税の領収書（平成28年3月1日以降に納付した場合、その領収書を持参してください。）
・在学・在園証明書（今年の3月以降に学校や施設入所のため住所を市外へ移される方で、遠隔地保険が必要な世帯）

国保税の納付が困難な方は、国保課窓口での納付相談等を受け付けておりますのでご利用ください。
切り替え期間　場所︰うるま市役所　国民健康保険課　本庁（新庁舎）、石川、与那城、勝連庁舎
　　　　　　　とき︰平成28年3月1日（火）から平成28年3月31日（木）まで（土日祝祭日は除く）
　　　　　　　　　午前8時30分から午後5時15分まで※毎週木曜日は午後8時まで(本庁のみ)　

うるま市国民健康保険に加入されている方へ

平成28年度から
保険証の色が空色からうぐいす色に変わります！

現在お持ちの保険証は平成28年3月31日で期限が切れます。切り替えの手続きをせず、期限切れのまま医療機関
で受診すると全額自己負担となりますのでご注意ください。

◆保険証カードは二つ折りなので、半分から切らないようにお願いします。
◆保険証カードケースをうるま市役所（本庁・石川支所・与那城支所・勝連支所）にて無料配布しておりますので、
　ご自由にお受け取りにいらしてください。

・保険証の有効期限をご確認ください！
有効期限が年度途中で切れている方は、７５歳到達により、
国民健康保険から後期高齢者医療制度へ移行する方です。

・70歳から74歳までの方に高齢受給者証の記載が
あります。（対象でない方は空白となります。）

・40歳から74歳までの方を対象にした特定健診受診券が
一体となっています。（対象でない方は「対象外」と印字さ
れています。）特定健診を受けた日は、特定健診受診日記
入欄を健診を受けた医療機関で記入してもらいましょう。
・特定健診受診券は保険証と一体型になっているため、健
診会場での再発行はできません。健診を受ける際は、保
険証のご持参をお忘れならないようにお気を付けくださ
い。

【国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証】
保険証見本

【新しい保険証について】
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うるま市高齢者福祉サービスのご案内
（ 介 護 保 険 サ ー ビ ス 以 外 の サ ー ビ ス ）

うるま市では、介護保険サービス以外にも、高齢者向けの「高齢者福祉サービス」を実施しています。
(※利用条件がありますので、詳しくは、介護長寿課・地域包括支援センターまでお問い合わせください)

紙おむつを利用している寝たきり高齢者に対して、紙おむつや尿取りパッドを支給するサービスです。
《支 給 額 》月額　最大8,500円
《支給条件》①要介護認定で要介護４～５（相当含む）と認定された６５歳以上の高齢者
　　　　　②その属する世帯及び同敷地内に居住する家族世帯が住民税非課税世帯
　　　　　　(※生活保護世帯は対象外)
　　　　　③介護保険施設に入所していない方　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　④申請日が月の１６日以降の時は、有効期間の始期を翌月分からとする。

６５歳以上の高齢者を介護しているご家族に対して、介護者手当金を支給します。
《支 給 額 》月額　5,000円
《支給条件》①要介護認定で要介護３～５(相当含む)の認定を受けた６５歳以上の高齢者を同居介護している方
　　　　　②高齢者と家族全員に介護保険料の未納がないこと
　　　　　③生活保護をうけていない方

１人暮らしの高齢者宅に定期的に電話をかけて、その身の安全を確認するサービスです。
《利用条件》６５歳以上の１人暮らしの高齢者

利用者が緊急時に専用の通報機器を使い、消防等へ通報するサービスを提供します。
《利用条件》①在宅で1人暮らしをしている65歳以上の虚弱な高齢者
　　　　　②65歳以上の高齢者のみの世帯で、どちらか虚弱な場合
　　　　　③1人暮らしの重度身体障がい者で、原則として所得税非課税世帯に属する者

１人暮らしの高齢者や高齢者世帯が自宅で安心して生活できるよう、電磁調理器・住宅用防災警報器・消火器を支給します。
《利用条件》①６５歳以上の１人暮らしの高齢者又は高齢者のみの世帯
　　　　　②慢性疾患、心身機能の低下に伴い防火等の配慮が必要な在宅高齢者　
　　　　　③住民税非課税世帯

１

2

3

5　

4

高齢者紙おむつ支給事業
（紙おむつ等を使用する高齢者に対し紙おむつ等を支給するサービス）

在宅介護者手当支給事業
（高齢者を介護しているご家族に手当金を支給するサービス）

ふれあいコール事業
（１人暮らしの高齢者の安否を電話で確認するサービス）

緊急通報システム事業
（利用者の緊急時対応のため関係機関への通報サービス）

日常生活用具給付・貸与事業
（日常生活を安心して暮らすために、電磁調理器（ＩＨ）や火災警報器等を支給するサービス）

◆担当窓口　介護長寿課　☎973-3208

◆担当窓口　介護長寿課　☎973-3208

◆担当窓口　介護長寿課　☎973-3208

◆担当窓口　介護長寿課　☎973-3208

◆担当窓口　介護長寿課　☎973-3208
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心身上の理由により、介助なしではバスやタクシーを利用できない高齢者に対して、リフト車やストレッチャー付き
の福祉車両を使い、病院通院や外出のお手伝いをします。（週に１回程度）

《利用条件》①介助なしではバスやタクシーを利用することが困難な高齢者（車いす利用者等）　
　　　　　②６５歳以上、在宅で生活している高齢者　　　　　　　　　　　　
　　　　　③住民税非課税世帯

病気などの理由により、食事を作ることができなくなった高齢者に栄養のバランスのとれた食事を提供します。
《利 用 料 》１食あたり：４００円
《利用条件》①介護保険認定を受けていない高齢者
　　　　　②６５歳以上の１人暮らしの高齢者又は高齢者のみの世帯　　　
　　　　　③住民税非課税世帯
※申請後に訪問調査の上、利用可否が決定されます。

ヘルパーを派遣して日常生活上の援助（居室の掃除・食事の用意など）を行います。
《利 用 料 》１時間あたり：１２０円
《利用条件》①日常生活を営むことに支障があり、介護保険認定を受けていない高齢者

及び介護予防・日常生活総合事業対象者とされていない高齢者
　　　　　②６５歳以上の１人暮らしの高齢者又は高齢者のみの世帯
　　　　　③住民税非課税世帯
※申請後に訪問調査の上、利用可否が決定されます。

寝たきりの方を介護しているご家族に対して、慰労金10万円（1年に1回）を支給します。
《支給条件》①要介護認定で要介護４～５（相当含む）と認定された40歳以上のかたを在宅で介護している方
　　　　　②要介護者と介護者が住民税非課税世帯であること。
　　　　　③認定開始日より1年間介護保険サービスを利用してないこと。(3ヶ月以上の長期入院がないこと)
　　　　　④要介護者に介護保険料の未納がないこと
※申請後に訪問調査の上、支給可否が決定されます。

6

8

9

7

外出支援サービス事業
（外出を手助けするサービス）

食の自立支援サービス事業
（食事を配達するサービス）

軽度生活援助事業
（ヘルパーを派遣するサービス）

家族介護慰労金支給事業
（介護保険サービスを利用せずに、要介護者を在宅で介護しているご家族に慰労金を支給するサービス）

◆担当窓口　介護長寿課　☎973-3208

◆担当窓口　地域包括支援センター　☎973-5112

◆担当窓口　地域包括支援センター　☎973-5112

◆担当窓口　地域包括支援センター　☎973-5112

※上記のサービスを受けるには、うるま市介護長寿課・地域包括支援センターの
窓口で申請が必要です。

　その他にも、地域公民館でのミニデイサービスや社協の生きデイサービス等のふれあい交流事業、家族介護支援事業、
その他高齢者福祉サービスがありますので、詳しくは市役所介護長寿課か地域包括支援センターまでお尋ねください。　　　　　　

うるま市福祉部介護長寿課　　　　 ☎９７３－３２０８
うるま市地域包括支援センター　 　☎９７３－５１１２

ランチ
サービス
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※

お
問
合
せ
の
際
は
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金

番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、翌
日
以
降
の
開

所
日
初
日
に
午
後
７
時
ま
で
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

※

祝
日（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）は
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
せ
ん
。

※

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、一般
の
固
定
電
話
か
ら
お

か
け
に
な
る
場
合
は
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
、

市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　



た
だ
し
、一般
の
固
定
電
話
以
外（
携
帯
電
話

等
）か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合
は
、通
常
の
通

話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

※「
０
３
―
６
７
３
１
―
２
０
１
５
」の
電
話
番
号

に
お
か
け
に
な
る
場
合
は
、通
常
の
通
話
料

金
が
か
か
り
ま
す
。

※「
０
５
７
０
」の
最
初
の「
０
」を
省
略
し
た

り
、市
外
局
番
を
つ
け
て
間
違
い
電
話
に

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
の

で
、お
か
け
間
違
い
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

年
金
だ
よ
り

市
民
課
国
民
年
金
係　
☎
９
７
３
ー
５
４
９
８

国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

①




20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、5
年
以
内
に

納
め
忘
れ
の
期
間（
納
付・免
除
以
外
）や
未

加
入
期
間
が
あ
る
方

　

国
民
年
金
後
納
制
度
は
、時
効
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
過
去
５
年
間
の

納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、納
付
し
た
期
間
が
不
足
し
て
年

金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
が
、後
納
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、年
金
受
給

資
格
が
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、コ
ザ
年

金
事
務
所
に
て
、申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、後
納
制
度
が
利
用
で
き
る
期
限

は
、平
成
30
年
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
過
去
5
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
保
険
料

が
あ
る
方
は
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
後
納
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②




60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、上
記
①
の
期

間
の
ほ
か
任
意
加
入
中
に
納
め
忘
れ
の
期
間

が
あ
る
方

③




65
歳
以
上
の
方
で
、年
金
受
給
資
格
が
な
く

任
意
加
入
中
の
方
な
ど

※


60
歳
以
上
で
老●

●
●

●
●

●

齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
っ

て
い
る
方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　

　　

す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ま
れ
た
方
で
、

平
成
23
年
４
月
以
降
分
の
後
納
保
険
料
の
納

付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、納
付
書
に
記
載
さ

れ
た
使
用
期
限（
平
成
28
年
３
月
31
日
）ま
で
に

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、使
用
期
限
ま
で
に
納
付
が
で
き
な

か
っ
た
方
が
、平
成
28
年
４
月
以
降
に
納
付
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、新●

●
●

●
●

●

た
な
加
算
額
に
よ
る

納
付
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、「
国
民
年
金
保

険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」ま
た
は
、「
コ
ザ
年
金
事

務
所
」に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
ご
注
意
】

　

平
成
23
年
３
月
以
前
の
後
納
保
険
料
は
、5

年
を
超
え
る
た
め
平
成
28
年
４
月
以
降
は
納

付
で
き
ま
せ
ん
。

●
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０
―
０
１
１
―
０
５
０

●

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な
る

場
合
は　

　

☎
０
３
―
６
７
３
１
―
２
０
１
５

●
コ
ザ
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
９
８
―
９
３
３
―
２
２
６
７

【
受
付
時
間
】

　
（
月
曜
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
（
火
～
金
曜
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分　
　
　

　
（
第
２
土
曜
日
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

後
納
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

後
納
保
険
料
の
納
付
書
の

「
使
用
期
限
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

後
納
制
度
の
申
込
み
・
納
付
書
の

再
発
行
の
お
問
合
せ
は
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＜定例健康相談＞
市民の皆さんの健康づくりのため
の、健康相談を行っております。
日時：毎週火曜日　9時～ 11時
場所：健康福祉センター　
　　　うるみん３階
＊栄養相談（第４火曜日）
　予約制
体組成計・血圧測定も
実施しております。

　
今
回
は
、
う
る
ま
市
の

健
康
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
う
る
に
ゃ
ん
」
と
保

健
師
が
、
働
き
者
で
我
慢

強
い
腎
臓
の
病
気
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い

る
み
た
い
で
す
。
聞
い
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
ょ
う
。

★
保
健
師：う
る
に
ゃ
ん
、
最
近
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
か
、
健
康
に
つ
い
て

何
か
と
話
題
に
あ
が
っ
て
い
る
け
ど
、
慢

性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
っ
て
聞
い
た
こ
と

あ
る
か
な
？

★
保
健
師
：
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ

な
い
ね
。
慢
性
腎
臓
病
は
誰
も
が
か
か
る

可
能
性
の
あ
る
病
気
で
、
慢
性
に
経
過
す

る
す
べ
て
の
腎
臓
病
の
こ
と
な
ん
だ
よ
。

し
か
も
厄
介
な
こ
と
に
自

覚
症
状
の
出
に
く
い
病
気

で
、放
っ
て
お
く
と
腎
機

能
低
下
に
つ
な
が
っ
て
、

や
が
て
腎
不
全
と
な
り
、

腎
臓
の
代
わ
り
と
し
て
の
透
析
治
療
や
あ

る
い
は
腎
臓
移
植
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

よ
。
現
在
日
本
で
は
、
成
人
の
８
人
に
１

人
の
割
合
で
患
者
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い

て
、
透
析
を
受
け
て
い
る
人
は
約
４
０
０

人
に
１
人
と
な
っ
て
い
る
よ
。

★
保
健
師
：
腎
不
全
と
な
り
、
腎
臓
が
正
常

な
機
能
を
失
っ
た
場
合
、
人
工
透
析
に
よ

り
、
機
能
し
な
く
な
っ
た
腎
臓
の
代
わ
り

に
、
体
内
に
た

ま
っ
た
尿
毒
性

物
質
を
体
外
に

排
出
さ
せ
る
も

の
だ
よ
。
透
析

治
療
が
必
要
に

な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
一
生
涯
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、週
３
回
程
度
、

数
時
間
拘
束
さ
れ
る
よ
。
ま
た
、
医
療
費

は
高
額
で
年
間
約
５
０
０
万
円
ぐ
ら
い
か

か
る
治
療
に
な
る
ん
だ
よ
。

★
保
健
師
：
大
き
な
原
因
は
生
活
習
慣
病
を

引
き
起
こ
す
要
因
と
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
で
、
メ
タ
ボ
の
症
状
で
あ

る
「
高
血
圧
」「
高
血
糖
」「
脂
質
異
常
」

は
腎
臓
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
よ
。

初
期
の
段
階
で
対
応
す
れ
ば
、
決
し
て
怖

く
は
な
い
ん
だ
よ
。

★
保
健
師
：
尿
検
査
で
尿
た
ん
ぱ
く
・
尿
潜

血
を
、
血
液
検
査
で
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

を
調
べ
る
と
分
か
る
よ
。
ど
ち
ら
も
、
う

る
ま
市
で
行
っ
て
い
る
健
診
を
受
け
る
こ

と
で
調
べ
ら
れ
る
よ
。
ま
た
、
大
き
な
原

因
で
あ
る
メ
タ
ボ

か
ど
う
か
も
健
診

を
受
け
る
こ
と
で

分
か
る
の
で
、

　
一
石
二
鳥
だ
よ
ね
。

★
保
健
師
：
受
け
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
で
は

遅
い
か
ら
、
年
に
１
回
健
診
は
必
ず
受
け

よ
う
ね
。
健
康
支
援
課
で
は
、
保
健
師
・

栄
養
士
・
看
護
師
に
よ
る
、
健
診
結
果
の

説
明
や
個
々
に
応
じ
た
、
腎
臓
を
守
る
た

め
の
説
明
も
行
っ
て
い
る
か
ら
、
相
談
し

て
ね
。

一口メモ
保健活動

健康支援課
☎ 973－3209

腎
臓
は
全
身
の
鏡

あ
な
た
の
腎
臓
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

慢
性
腎
臓
病
？

聞
い
た
こ
と
な
い
に
ゃ
ん

う
る
ま
市
健
康
づ
く
り
標
語

「
健
診
一
日
　安
心
一
年
」

佐
竹
　
鈴
子
さ
ん
の
作
品

人
工
透
析
治
療
っ
て
聞
い
た

こ
と
あ
る
け
ど
、
何
だ
か
よ

く
分
か
ら
な
い
に
ゃ
〜

透
析
っ
て
大
変
な
ん
だ
な
に

ゃ
〜
。
じ
ゃ
あ
、
慢
性
腎
臓

病
の
原
因
は
何
か
に
ゃ
〜
？

慢
性
腎
臓
病
か
ど
う
か
を
ど
う

や
っ
て
知
れ
ば
い
い
に
ゃ
〜
？

あ
っ
今
年
の
健
診

ま
だ
受
け
て
い
な
い
に
ゃ
ん

３
月
４
日
（
金
）
十
二
時
〜

☆
Ｆ
Ｍ
う
る
ま
　
情
報
局
☆

慢
性
腎
臓
病
に
つ
い
て
、
お
話
す

る
予
定
な
の
で
、ぜ
ひ
聞
い
て
ね
。

うるにゃん
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　【提出先・お問い合わせ先】	
　うるま市教育委員会　総務課　育英会担当　　
　〒904-2392　うるま市勝連平安名 3032
　☎ 098－978－2201　FAX	：098－978－2745	 	

【受付期間】
　平成28年4月1日（金）～4月28日（木）※ただし、土曜日・日曜日・祝祭日を除く

【採用予定数及び貸費額（月額・年額）】
採用予定数 種　　　　　　　　　　　　　別 貸費額（月額・年額）

若干名

県外大学・大学院・短期大学・専修学校・大学校 月額 5万円 年額 60万円
県内大学・大学院・短期大学・専修学校・大学校 月額 3万円 年額 36万円
県外高等専門学校 本　科　　 1年次、2年次、3年次 月額 3万円 年額 36万円

4年次、5年次　 5万円 60万円
　 専攻科 1年次、2年次 5万円 60万円
県内高等専門学校　 専門課程 1年次、2年次、3年次 月額 1万5千円 年額 18万円

4年次、5年次 3万円 36万円
応用課程 1年次、2年次 3万円 36万円

県内高等学校（津堅中学校出身者のみ） 月額 1万5千円 年額 18万円

1～2名程度
海外大学・大学院・短期大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※ただし、語学プログラム（ＥＳＬプログラム等）のみを受講す
る者など、非正規の学生は貸与対象外

月額 4万円 年額 48万円
5万円 60万円
6万円 72万円

の中から貸費生が選択
※選考により、採用者を決定しますので応募者全員に貸費できるとは限りません。

【応募資格】
　①本人又は保護者が本市に住所を１年以上有し、学校教育法（昭和22年法律第26号）に定める大学（大学院・短期大

学を含む｡）、高等専門学校、専修学校（修業年数2年以上に限る｡）および県内高等学校（津堅中学校出身者のみ。）
並びに大学校及び海外大学（大学院・短期大学含む。）に在学する者　    

　②学業・操行とも優秀で、かつ経済的理由により学資の支払いが困難と認められる者   
　③貸与した奨学金の償還義務を確実に履行できる者

【提出書類】
　①貸費申請書（指定様式）    
　②学校からの推薦書（指定様式）　※新1年次は出身校、2年次以上は在学校より 
　③直近１年の成績証明書 　※新1年次は出身校、2年次以上は在学校より  
　④在学証明書　※平成28年4月1日以降に発行されたもの  
　⑤住民票謄本　※本籍地、続柄が記載されているもの  
　⑥平成27年度所得・課税証明　※同一世帯で20歳以上全員  
　⑦平成28年度資産税公課証明　※同一世帯で20歳以上全員※無資産者の場合は、無資産証明書  
　⑧82円切手1枚（採否通知用）

【募集要項】
　募集要項は以下の窓口で受け取りできます。
　また、うるま市ホームページからもダウンロードすることができます。    　
　　市役所本庁舎︰総合案内窓口（１F） 　与那城庁舎︰市民課窓口（１階）
　　石 川 庁 舎︰市民課窓口（１F） 　勝 連 庁 舎︰総務課窓口（２階）    

平成28年度　うるま市育英会貸費生募集！
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　ひとり親家庭の認可外保育施設保育料の補助や認可外保育施設保育料の助成がありますので、補助対象要件
を満たす者で申請がまだの方は申請をお願いいたします。

認可外保育施設利用料に対する補助金及び助成金の申請について

* *

*
*

*

*

*

保育課からのお知らせ
☎973ー 5427

平成２８年度ひとり親家庭
認可外保育施設利用料補助事業

１人でも乳幼児を保育する（預かる）事業を行う皆様へのお知らせ

平成２７年度うるま市認可外保育
施設保育料助成事業

【対象要件】市内に住所を有し、次の２つの要件すべ
てに該当する待機児童の保護者
①児童扶養手当の支給要件を満たしている保護者
又は、母子及び父子家庭医療費助成事業の受給
資格を満たしている保護者
②認可外保育施設に入所している児童の保護者
で、保育の支給認定（２号又は３号）を受けている
保護者

【補助金額】公立・認可保育園に通った場合の保育
料と認可外保育施設保育料との差額分
（児童一人あたり月額２６，０００円を上限）を補助
【申請場所】保育課窓口（庁舎東棟２階）
【受付期間】随時受付
※申請をした日の属する月の翌月から補助対象となりま
す。
※年度毎に申請が必要となりますので、既に補助金を交
付されている方で、平成２８年度も引続き補助金交付を
希望される方は、再度申請をしてください。
例：平成２８年４月分の申請期限→平成２８年４月１日
【必要書類】保育課へお問合せください。

　平成２８年４月より、１日に保育する乳幼児の数が１人以上の場合に、届出が必要となります。（ただし、臨時に設
置される場合等は除きます。）
　なお、既に届出をしていても、子どもの預かりサービスのマッチングサイトを活用して事業を実施している方
は、平成２８年４月以降、利用しているマッチングサイトのＵＲＬを届け出る必要があります。詳細は沖縄県のホーム
ページで案内しております。

【設置届の提出先】
・認可外保育施設または個人のベビーシッター　⇒　うるま市役所　保育課
・ベビーシッター事業者　　　　　　　 ⇒　事業所が所在する市町村

【対象要件】市内に住所を有し、次の４つの要件すべ
てに該当する待機児童の保護者
①認可外保育施設に入所している児童の保護者
で、保育の支給認定（２号又は３号）を受けている
保護者
②うるま市支給認定子どもの利用者負担額基準額
表により算出した階層が第１～第３－１階層となる
児童の保護者
③市税および保育料を滞納していない保護者
④うるま市ひとり親家庭認可外保育施設利用料補
助を受給していない保護者

【助成金額】公立・認可保育園に通った場合の保育
料と認可外保育施設保育料との差額分（児童一人
あたり月額５，０００円を上限）を助成
【申請場所】保育課窓口（庁舎東棟２階）
【受付期間】平成２８年３月１日～３月２４日
【必要書類】支給認定書・保育料領収書（専用）・
保育園パンフレット等(保育料月額とその明細がわ
かる資料)・完納証明書・通帳(郵貯以外)・印鑑

【お問い合わせ】沖縄県	子育て支援課　☎ 866-2457　うるま市役所	保育課　☎ 973-5427
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平成２８年春の全国火災予防運動

　

平成28年３月１日（火）から７日（月）まで
全国統一防火標語

『無防備な 心に火災が　かくれんぼ』
あなたを守る！家族を守る！

☆すべての住宅に火災警報器の設置が必要です☆

うるま市奏功（助かった）事例
自宅で就寝中、電気ストーブに毛布が接触し出火。住人が住宅用火災警報器の音で目が覚め、
水をかけ消火しているところに警報器の音を聞いた下階の住人が消火器を持ってきて消火した。
つけておいて良かった！

住宅用火災警報器って何？
　火災の煙や熱を自動的に感知して、音や声で知らせてくれ
る機器です。

なぜ設置するの？
　国の住宅火災による死者数は平成１５年以降は、
毎年1,000人を超え、そのほとんどが「逃げ遅れ」に
よるものです。そこで、火災を早期に発見し、逃げ遅
れによる死者数を減するために、住宅火災警報器の
設置が義務付けられました。

電池交代を忘れずに！
　住宅用火災警報器は、電池が切れそうになった時
は、音や光で知らせてくれる機能を有しています。忘
れずに電池交代を行いましょう。電池の確認は、１ヵ
月に一回程度行うことをお勧めいたします。

【お問い合わせ】　うるま市消防本部　総務課　☎９７５－２００５

【お問い合わせ】　うるま市消防本部　予防課　☎９７５－２１１９

嘱託職員（救急救命士有資格者）の募集について
　うるま市消防本部では、平成28年4月1日より勤務する嘱託職員を募集します。
　採用希望者につきましては、資格／業務内容等を確認の上、うるま市消防本部総務課へ履歴書を提出してくだ
さい。(履歴書受理後、消防本部にて書類選考し面接の連絡を行います。)

【 資 格 等 】救急救命士有資格者、普通自動車運転免許、PC基本操作（エクセル、ワード）
【 雇 用 期 間 】平成28年4月1日～平成29年3月31日
【 勤 務 時 間 】30時間／週（08：30～17：00　週4日勤務）
【 業 務 内 容 】各種庶務、応急手当て講習会の実技指導（職員の補助）
【 募 集 人 員 】3名
【 そ の 他 】給与、休暇等の詳細については、消防本部総務課までお問い合わせください。
【履歴書提出締切】平成28年3月16日（水）

設置義務 主寝室

老人室（寝室）

子供部屋（寝室）

階段

台所

設置義務

任意設置設置義務

設置義務
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市役所
総合案内

TEL 974-3111
FAX 973-9819

イベント情報や各種講演会など、
市役所からの大切なお知らせです。
詳細については各お問い合わせ先
へご確認ください。

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
を
対
象
と

す
る
平
成
28
年
度
人
間
ド
ッ
ク
健
診
費
助

成
事
業
の
助
成
金
額
・
受
付
日
程
・
受
付

場
所
等
が
変
わ
る
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
４
月
下
旬
に
郵
送
予
定
の
長
寿
健

診
受
診
券
同
封
の
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
病
院
で
支
払
う

一
部
負
担
金
を
免
除
、
減
免
等
で
き
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
世
帯
】

・  

世
帯
主
が
１
年
以
内
に
失
業
ま
た
は
災

害
等
に
よ
り
、
生
活
が
一
時
的
に
困
難
と

な
っ
た
場
合
で
、
療
養
見
込
期
間
が
３
か

月
以
内
で
あ
る
場
合
を
対
象
と
し
ま
す
。

・  

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
、
又
は
滞
納
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
特

別
な
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を

条
件
と
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
国
民
健
康
保
険
課

☎
９
８
９
―
５
３
４
７

　
う
る
ま
市
国
民
健
康
保
険
は
り
・
き
ゅ
う
・

あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
施
術
利
用
券

の
交
付
回
数
が
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
利
用
券
の
交
付
は
、
追
加
交
付

を
含
め
年
2
回
（
各
12
枚　
計
24
枚
）
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
平
成

28
年
4
月
か
ら
は
事
業
縮
小
の
た
め
追
加
交

付
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
年
1
回
（
12
枚
）

の
交
付
の
み
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
利
用
券
交
付
申
請
場
所
】

う
る
み
ん
3
階 

事
業
係

【
お
問
い
合
わ
せ
】
国
民
健
康
保
険
課

☎
９
７
３
―
４
９
６
０

　
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
時

は
、
資
産
税
課
へ
「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り

賦
課
期
日
（
毎
年
１
月
１
日
）
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
家
屋
を
取
り
壊
し
て
も
届
け
出
が
無

い
場
合
は
、
翌
年
度
以
降
も
引
き
続
き
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
の
届
け
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
届
け
出
の
様
式
に
つ
い
て
は
資
産

税
課
窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
よ
り
入
手
で
き
ま
す
。

※  

う
る
ま
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
行
政
→
組
織

一
覧
→
資
産
税
課
→
固
定
資
産
税
の
課

税
・
手
続
き
→
家
屋
の
各
種
手
続
き
に
つ

い
て
→
滅
失
届
書

　

地
方
税
法
第
４
１
６
条
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
28
年
度
「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及

び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
を
次
の
と
お
り

納
税
者
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

【
縦
覧
期
間
】
４
月
１
日
（
金
）

 

～
５
月
２
日
（
月
）

※
土
・
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除
く

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く

【
縦
覧
場
所
】
資
産
税
課
（
新
庁
舎
1
階
）

【
縦
覧
者
】
う
る
ま
市
内
に
土
地
・
家
屋
を

有
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者
（
納
税
管

理
人
も
含
む
）、
又
は
そ
の
代
理
人
（
委
任

状
が
必
要
）

（
注
）  

縦
覧
者
は
印
鑑
及
び
本
人
確
認
の
た

め
の
納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証

等
が
必
要
で
す
。

な
お
、
納
税
通
知
書
が
4
月
14
日
ま
で
に

届
い
て
い
な
い
方
は
、
資
産
税
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
資
産
税
課

☎
９
７
３
―
５
３
９
４

国
民
健
康
保
険
課
☎
９
７
３
ー
３
１
７
７

①
後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
健
診
費

　
助
成
事
業
に
つ
い
て

②
国
民
健
康
保
険一部
負
担
金
の
免
除
、

　
減
免
等
に
関
す
る
お
知
ら
せ

資
産
税
課

☎
９
７
３
ー
５
３
９
４

①
家
屋
を
取
り
壊
し
た
時
の

　
届
け
出
に
つ
い
て

③
平
成
28
年
度
は
り
・
き
ゅ
う
・

　
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧

　
利
用
券
の
交
付
に
つ
い
て

②
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋

　
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

商品開発プロモーション事業で、特産品のもずくを使用したメニューが開
発されました。居酒屋ヒロにて販売しております。もずくを使用した料理
につきましては、他の市内飲食店でも販売されているところです。この
機会にうるま市内の飲食店で探してみてはどうでしょうか。もずくの生産
量日本一を誇るうるま市のPRにつながるよう事業を推進してまいります。

もずく生産量日本一の
   うるま市ならではの商品を開発！！

【お問い合わせ】商工観光課　☎ 965-5634 しめじともずくのパスタ風（にんにく風味）

居酒屋ヒロ：☎ 973-6020

居酒屋ヒロ☎ 973-6020
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機
種
入
替
作
業
の
た
め
、
次
の
期
間
、

証
明
書
自
動
交
付
機
の
ご
利
用
を
停
止
い

た
し
ま
す
。
利
用
者
の
み
な
さ
ま
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
停
止
期
間
】３
月
22
日（
火
）～
24
日（
木
）

　
平
成
28
年
４
月
よ
り
、
母
子
保
健
事
業

の
実
施
主
体
は
「
健
康
支
援
課
」
か
ら
「
こ

ど
も
健
康
課
」
に
変
わ
り
ま
す
！

　
そ
れ
に
伴
い
、
う
る
み
ん
で
現
在
行
わ
れ

て
い
ま
す
「
定
例
健
康
相
談
」
の
う
ち
、
子

ど
も
に
関
す
る
相
談
を『
こ
ど
も
健
康
相
談
』

と
し
、
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

＊  

成
人
の
相
談
は
い
ま
ま
で
ど
お
り
、
う

る
み
ん
で
実
施
し
ま
す
。

【
と
き
】
月
～
金
（
祝
祭
日
除
く
）

午
前
９
時
～
11
時 

午
後
１
時
30
分
～
４
時

【
と
こ
ろ
】
４
月
迄
：
う
る
み
ん
３
階

５
月
以
降
：
市
役
所
東
棟
（
新
庁
舎
）

 
 

２
階
「
こ
ど
も
健
康
課
」

【
内
容
】
身
長・
体
重
測
定
、尿
検
査（
健
診

で
出
来
な
か
っ
た
場
合
等
）、
栄
養
相
談
等

【
申
込
方
法
】お
電
話
等
で
予
約
く
だ
さ
い
。

（
先
着
順
）
４
月
迄
：
健
康
支
援
課

☎
９
７
3
―
３
２
０
９

５
月
以
降
：
こ
ど
も
健
康
課

☎
９
８
９
―
0
２
２
０

　
う
る
ま
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活

性
化
や
地
域
福
祉
の
発
展
を
目
的
に
、
市

内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
団
体
へ
助

成
い
た
し
ま
す
。
福
祉
の
向
上
や
地
域
の

問
題
解
決
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
皆
様
、
想
い
を
か
た
ち
に
し
ま
せ
ん

か
?!
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
。
た
だ
し
、
自
治

会
な
ど
の
地
縁
組
織
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
は
対
象
外
で
す
。

※  
う
る
ま
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
助
成
金
要
望
書
様
式
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
う
る
ま
市
社
会
福

祉
協
議
会
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

※  

助
成
金
要
望
書
様
式
は
、
う
る
ま
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
本
所
・
各
支
所
）
窓

口
に
て
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

【
助
成
金
額
】
３
つ
の
コ
ー
ス
を
設
け
て
い

ま
す
。
※
各
コ
ー
ス
３
団
体
予
定

①
ホ
ッ
プ
コ
ー
ス
【
３
万
円
】

②
ス
テ
ッ
プ
コ
ー
ス
【
５
万
円
】

③
ジ
ャ
ン
プ
コ
ー
ス
【
10
万
円
】

【
申
込
期
間
】４
月
１
日（
金
）～
28
日（
木
）

【
申
込
先
】
う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課
／

う
る
ま
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　
　
　

☎
９
７
３
―
５
４
５
９

市
民
課

☎
９
７
３
ー
３
２
０
６

証
明
書
自
動
交
付
機
の
利
用
停
止
に
つ
い
て

　
う
る
ま
市
を
も
っ
と
よ
く
し
た
い
!!
あ
つ

い
想
い
を
も
ち
助
成
金
を
獲
得
し
た
市
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
６
団
体
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
ほ
う
こ
く
会
」
を
行
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
実
際
に
し
て
い
る
方
か
ら
生

の
声
を
聞
く
チ
ャ
ン
ス
で
す
！
ど
な
た
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
♪
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
心
が
あ
る
！
」
と
い
う
方
か
ら
「
な

に
か
や
っ
て
み
よ
う
か
な
ぁ
」
と
思
っ
て
い
る

方
ま
で
♪
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】
４
月
９
日
（
土
）

○
ほ
う
こ
く
会  

午
前
９
時
30
分
～
11
時
15
分

○
情
報
交
換
会 

午
前
11
時
15
分
～
正
午

【
と
こ
ろ
】
う
る
み
ん
１
階
展
示
ス
ペ
ー
ス

【
申
し
込
み
】
不
要
（
入
場
無
料
で
す
の
で
、

当
日
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
９
７
３
ー
５
４
５
９

①
ボ
ラ
ン
ティ
ア
助
成
団
体　
大
募
集
！

健
康
支
援
課

☎
９
７
３
ー
３
２
０
９

定
例
健
康
相
談
が
変
わ
り
ま
す
！

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ほ
う
こ
く
会

　寝たきりなど介護が必要な状態にならないためには、 元
気なうちから介護予防に取り組んでいくことが大切です。
地域包括支援センターでは、介護予防のための運動教室を
開催しますので、興味のある方はぜひご参加ください。

【対象】  65 歳以上の元気な方を対象とし、運動制限のあ
る方はご利用できません。

【定員】各会場定員 25 名
【受講料】  無料（但し、うるみんは施設利用料 1 回あた

り100 円をお支払いいただきます）
【申込方法】  開催当日に各会場へ直接ご来場ください。

事業開始前に受付と体調確認を行います。
※  定員に達した場合、開始時間前でも入場を制限するこ

とがあります。

①「水中運動」　（毎週月・木・金）
【時間】午後１時～３時　
【ところ】うるみんプール

②「筋トレ」　（毎週月・火・水・木）
【時間】午後１時～３時
【ところ】（月・木）うるみん１階運動指導室
 （火）与那城地区公民館１階ホール
 （水）石川保健相談センター１階機能訓練室

うるま体操習得塾のご案内うるま体操習得塾のご案内
地域包括支援センター　☎９７３－５１１２
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上
江
洲
中
央
線
の
道
路
工
事
の
た
め
に

無
縁
墳
墓
等
に
つ
い
て
改
葬
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
墓
地
使
用
者
等
、
死
亡

者
の
縁
故
者
及
び
無
縁
墳
墓
等
に
関
す
る

権
利
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
一
年
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
期
日
ま
で
に
お
申
し
出
の
な
い

場
合
は
、
無
縁
仏
と
し
て
改
葬
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

【
官
報
公
告
年
月
日
】
１
月
26
日

【
墳
墓
等
所
在
地
】

う
る
ま
市
字
上
江
洲
後
原
４
７
２
番
３

【
墳
墓
等
の
名
称
】
堀
込
墓

【
死
亡
者
の
本
籍
及
び
氏
名
】
全
て
不
詳

【
改
葬
を
行
お
う
と
す
る
者
】

う
る
ま
市
み
ど
り
町
一
丁
目
１
番
１
号　

う
る
ま
市
長　
島
袋　
俊
夫

【
連
絡
先
】
用
地
課 

☎
９
７
８
―
４
２
２
１

【
と
き
】
３
月
19
日
（
土
）

 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
12
時
30
分

 
（
雨
天
中
止
）

【
場
所
】
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館　

市
民
交
流
広
場

【
出
店
数
】
30
ブ
ー
ス
（
予
定
）

詳
細
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ブ

ロ
グ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
主
要
業
種
変
更
」及
び「
希
望
業
種
追
加
」

の
申
請
資
格

①  

う
る
ま
市
の
平
成
27･

28
年
度
入
札
参

加
資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者

②
う
る
ま
市
に
本
社
を
有
す
る
者

③  

建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
建
設
業
許
可
及

び
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
に
お
け

る
年
間
平
均
完
成
工
事
高
が
あ
る
こ
と

　
た
だ
し
、等
級
別
で
登
録
さ
れ
る
業
種（
土
木・

　
建
築
・
電
気
・
管
）に
つ
い
て
は
、
年
間
平
均　
　
　
　
　

　
完
成
工
事
高
が
５
０
０
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

※
留
意
点

　
受
付
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

留
意
し
て
く
だ
さ
い
。
資
料
等
の
配
布
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
申
請
の
際
に
は
変
更

届
と
し
て
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①  

建
設
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
完
成
工

事
高
を
調
べ
る
た
め
、
経
営
規
模
等
評

価
結
果
通
知
書
の
写
し
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。
主
要
業
種
等
変
更
の
申
請
で

既
に
登
録
が
あ
る
業
種
に
つ
い
て
は
、

総
合
評
価
値
（
P
点
）
の
変
更
や
格
付

け
の
や
り
直
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

②  

測
量
及
び
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
委

託
に
つ
き
ま
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て

受
付
表
・
業
者
カ
ー
ド
（
県
様
式
）
及

び
業
務
委
託
経
歴
書
（
事
業
所
と
し
て

の
実
績
で
作
成
）、
事
務
所
登
録
等
、

営
業
に
関
し
法
律
上
必
要
な
証
明
書
等

の
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
子
ど
も
を
塾
ま
で
送
り
た
い
け
ど
時
間

が
間
に
あ
わ
な
い
…
」「
こ
の
講
座
行
っ
て

み
た
い
け
ど
子
ど
も
を
預
け
る
人
が
い
な

い
な
ぁ
」「
歯
医
者
さ
ん
行
き
た
い
け
ど
子

連
れ
だ
と
ち
ょっ
と
…
」

　
こ
の
よ
う
な
経
験
あ
り
ま
せ
ん
か
？
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
仕
事
と

家
庭
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
会
員
同
士

を
つ
な
ぐ
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利

用
料
金
が
か
か
り
ま
す
が
会
員
登
録
は
無

料
で
す
。
今
後
利
用
を
予
定
す
る
方
は
ぜ

ひ
事
前
登
録
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

 

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】

市
内
在
住
で
生
後
３
か
月
～
小
学
校
６
年

生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方

【
利
用
時
間
】
午
前
７
時
～
午
後
７
時

 

基
本
（
月
～
金
）

【
利
用
料
金
】
６
０
０
円

※
子
ど
も
一
人
あ
た
り
１
時
間
の
料
金

※
そ
の
他
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
利
用
方
法
】
利
用
前
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
会
員
登
録
を
行
い
、

サ
ポ
ー
ト
利
用
時
に
内
容
を
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
内
容
に
応
じ
た
会
員
を

お
探
し
し
、
顔
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
。
利

用
後
に
料
金
を
会
員
へ
直
接
お
支
払
し
ま

す
。 う

る
ま
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
０
ー
５
６
９
９
ー
６
７
３
３

う
る
ま
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
利
用
会
員
募
集
の
お
し
ら
せ

企
業
立
地
雇
用
推
進
課☎９

６
５
ー
５
６
１
１

い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

用
地
課

☎
９
７
８
ー
４
２
２
１

無
縁
墳
墓
等
改
葬
公
告
を
官
報
に

掲
載
し
ま
し
た

検
査
課

☎
９
６
５
ー
５
６
０
５

う
る
ま
市
入
札
参
加
資
格
の｢

主
要
業
種
変
更｣

及
び｢

希
望
業
種
追
加｣

の
申
請
受
付
に
つ
い
て

種目 受験資格（年齢については起算日が異なります。詳細はお問い合わせください。） 受付期間 試験日（１次）

自衛官候補生（男子） 18 歳以上 27 歳未満 年間を通じて行っております！
※詳細はお問い合わせください。受付時にお知らせいたします！

予備自衛官補
※自衛官未経験者

（自衛官であった期間が
1 年未満の者も含む。）

【一般公募】18 歳以上 34 歳未満 第 1 回
1月 8 日（ 金 ）～ 4 月 8 日（ 金 ）
※ 第 2 回 の 募 集 に つ い て は 、
　 お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

4 月 15 日（金）～ 4 月 19 日（火）
※いずれか 1 日を指定。【技能公募】18 歳以上で保有する技能に応じ 53 歳～ 55 歳未満

幹部候補生【一般】

【大卒程度試験】22 歳以上 26 歳未満の者
※ 20 歳以上 22 歳未満の者は、大卒（見込みを含む。）
　修士課程修了者等（見込み含む。）は、28 歳未満 3 月 1 日（ 火 ）～ 5 月 6 日（ 金 ）5 月 14 日（土）・15 日（日）

※ 15 日は、飛行要員のみ
【院卒者試験】修士課程修了者等（見込みを含む。）で、20 歳以上28 歳未満の者

幹部候補生
【歯科・薬剤科】

専門の大卒（見込みを含む。）20 歳以上 30 歳未満の者
（薬剤科は 20 歳以上 28 歳未満の者※注）
※注　薬剤科についての詳細は、お問い合わせください。

3 月 1 日（ 火 ）～ 5 月 6 日（ 金 ）5 月 14 日（土）

※自衛隊沖縄地方協力本部では、年間を通して様々な種目の採用試験を実施しております。詳細はお問い合わせください。
　自衛隊沖縄地方協力本部　沖縄募集案内所（☎ 098-937-1608）　※左記不在時は、自衛隊沖縄地方協力本部まで（☎ 098-866-5457）

自衛官募集のお知らせ
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市
内
に
所
在
す
る
米
軍
施
設
・
区
域
へ

清
明
や
墓
参
り
の
為
、
立
入
り
を
希
望
す

る
方
は
、
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
４

月
は
清
明
祭
に
よ
り
多
数
の
申
請
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
申
請
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
込
締
切
】

①
ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ

②  

キ
ャ
ン
プ
・
コ
ー
ト
ニ
ー
及
び
キ
ャ
ン
プ
・

マ
ク
ト
リ
ア
ス
（
市
内
在
住
者
の
み
）

※  

休
日
・
祝
祭
日
を
除
く
、
立
入
日
の
10
日
前
ま
で

【
申
請
に
必
要
な
事
項
】

①
立
入
者
の
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先

②
立
入
日
及
び
立
入
時
間

③
立
入
の
際
に
使
用
す
る
車
両
番
号
等

（
ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
は
車
検
満
了
日
も
必
要
で
す
。）

※  

立
入
り
を
希
望
す
る
施
設
に
よ
っ
て
、

申
請
方
法
が
若
干
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

組
織
一
覧
（
各
課
の
ご
案
内
）
→
基
地
対

策
課
→
基
地
内
へ
の
立
入
り
に
つ
い
て
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
つ
い
て

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
数
十
年
前
の
仕

事
で
も
発
症
し
ま
す
。

◆  

米
軍
関
連
施
設
で
働
い
た
こ
と
の
あ
る

方
は
、
石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
作
業
に
従

基
地
対
策
課

☎
９
７
３
ー
５
０
２
９

①
基
地
内
立
入
申
請
は
お
早
め
に

②
沖
縄
の
米
軍
関
連
施
設
で
働
い
た

　
こ
と
の
あ
る
方
お
よ
び
ご
家
族
の
方
へ

事
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆  

石
綿
に
よ
る
疾
病
と
認
定
さ
れ
た
場
合
、

労
災
保
険
制
度
ま
た
は
石
綿
健
康
被
害

救
済
制
度
に
よ
る
給
付
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆  

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
以
下
の
機

関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・  

沖
縄
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課 （
労
働
者
の
方
）

☎
０
９
８
―
８
６
８
―
３
５
５
９

・
各
労
働
基
準
監
督
署
（
労
働
者
の
方
）

　
那　
覇　
☎
０
９
８
―
８
６
８
―
８
０
４
０

　
沖　
縄　
☎
０
９
８
―
９
８
２
―
１
２
６
３

　
名　
護　
☎
０
９
８
０
―
５
２
―
２
６
９
１

　
宮　
古　
☎
０
９
８
０
―
７
２
―
２
３
０
３

　
八
重
山　
☎
０
９
８
０
―
８
２
―
２
３
４
４

・
独
立
行
政
法
人　
環
境
再
生
保
全
機
構

   
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
―
３
８
９
―
９
３
１

　
市
で
は
基
地
に
関
す
る
苦
情
受
付
を
職

員
の
勤
務
時
間
外
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

留
守
番
電
話
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
苦
情
な
ど
を

も
と
に
、
日
本
政
府
や
米
軍
に
対
し
抗
議・

要
請
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
電
話
番
号
】
☎
９
７
３
―
５
０
２
９

【
留
守
番
電
話
対
応
時
間
】

平
日
午
後
５
時
15
分
～
翌
日
午
前
８
時
30

分
、
土
、
日
、
祝
祭
日

※  

航
空
機
の
騒
音
に
関
す
る
苦
情
は
、
日
時
、
飛

行
場
所
、
航
空
機
の
種
類
、
う
る
さ
さ
等
を
な

る
べ
く
詳
し
く
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

特定防衛施設周辺整備調整交付金事業
■特定防衛施設周辺整備調整交付金とは 
　特定防衛施設周辺整備調整交付金とは、防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律第９条に基づき、防衛施設
の設置又は運用がその周辺地域の生活環境又は開発に及ぼす影響の程度を考慮し、特定防衛施設関連市町村を指定し、
当該市町村に対し、政令で定める公共用の施設の整備を行うための費用に充てさせるため、交付金を交付することがで
きる制度です。（防衛省 HP より一部抜粋）
　うるま市は前述交付金を活用し、市民の生活環境の改善、福祉の向上が図られるよう様々な事業を実施しています。

■平成２６年度　特定防衛施設周辺整備調整交付金事業一覧

※実施担当課が事業により異なるため、個別の事業に関するお問い合わせは各担当課へお願い致します。

〒904-2292　沖縄県うるま市みどり町一丁目 1 番 1 号
基地対策課　直通☎ 098-973-5029（基地対策係：内線 1322）

事業名 概要 詳細 担当課
上江洲中央線整備事業 整備工事

担当課HP参照

土木課
天願 1-71 号線整備事業 整備工事 土木課
勝連地区公民館空調設備改修事業 改修工事 生涯学習振興課
喜屋武マーブ公園テニスコート改修事業 改修工事 生涯スポーツ課
予防接種助成事業 助成 健康支援課
消防特殊自動車購入事業 更新整備 警防課

お問い合わせ

③
基
地
苦
情
受
付
電
話
の
設
置
に
つ
い
て
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うるま市民無料相談所の開設について
①市民無料法律相談

と　き： 3 月 10 日（第２木曜日）　午後２時～午後４時
ところ： 石川庁舎（１階市民相談室）
予約券配布場所： 石川庁舎 1 階市民課前市民ロビー
予約券配布時間 : 午前９時予約券配布開始 

と　き： 3 月 17、24 日（第３、４木曜日）
    午後２時～午後４時
ところ： 本庁東棟（新庁舎）１階 市民相談室
予約券配布場所： 本庁東棟（新庁舎）１階 市民生活課
予約券配布時間 : 午前９時予約券配布開始 

※法律相談を受けることができるのは先着８名までです。
※ 予約券を午前９時から配布いたしますが、９時時点でお客様が８

名以上並んで待機している場合がありますので、お早めに予約
券配布場所へお越しくださいますようお願いいたします。

※電話での予約は受付けておりませんのでご了承ください。

③こどもＳＯＳ相談メール
　子ども本人からの悩み相談や子育て中の親などから子育てに関
する悩み全般を受付けします。
メールアドレス：  kodomo-soudan@city.uruma.lg.jp

④子育て教育相談
　児童の健全な発達と子育て等の悩みに対し臨床心理士がカウン
セラーとして相談を受けます。
と　き：  3 月２4 日（木）午後２時～午後５時
ところ： 本庁東棟（新庁舎）２階 児童家庭課（予約制）

②消費者相談
　消費生活に関する商品やサービスの契約トラブル（悪質商法、
架空請求、多重債務等）の相談を行います。
と　き：  毎週水曜日午前１０時～午後４時（正午～午後１時除く）
ところ： 本庁東棟（新庁舎）１階 市民相談室
  ※消費者相談は沖縄県消費生活センター
  　（☎ 863-9214）でも平日相談可能です。

【お問い合わせ】①～②市民生活課　☎９７３－５４８７

【お問い合わせ】③～④家庭児童相談室（児童家庭課内）
☎９７３－5041

【
と
き
】
４
月
５
日
～
６
月
28
日

 

毎
週
火
曜
日

午
前
講
座　
10
時
～
12
時

午
後
講
座　
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

【
対
象
者
】
55
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者 

【
定
員
】
30
名
程
度

【
受
講
料
】
７
，
５
０
０
円
（
３
ヶ
月
分
）

【
教
材
費
】
１
，
０
８
０
円

【
受
付
日
時
】
３
月
15
日
（
火
）

 

午
前
10
時
～
12
時（
先
着
順
）

【
受
付
場
所
】「
じ
ん
ぶ
ん
館
」
ロ
ビ
ー

【
お
問
い
合
わ
せ
】

う
る
ま
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

「
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
」

室
長
名
嘉
山☎

０
７
０‐５
４
１
６‐８
１
３
０

※  

中
級
・
上
級
・
デ
ジ
カ
メ
講
座
も
有
り

ま
す
。

※  

電
話
で
の
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
が
お
問

合
せ
は
可
能
で
す
。

※  W
indow

s10　

office2016

使
用

企
業
立
地
雇
用
推
進
課☎９

６
５
ー
５
６
１
１

パ
ソ
コ
ン
初
級
受
講
者
募
集

～
中
高
年
の
生
活
に
役
立
つ

　
パ
ソ
コ
ン
入
門
～

平成 28 年度より
市民無料法律相談の予約方法が 
変わります！

　これまでは当日午前９時に予約券の配布を行って
おりましたが、平成 28年 4月の相談から事前（前
月から）に電話で予約ができるようになります。
　４月の予約受付は３月１日より開始いたします。

（※５月の予約受付は４月１日からです）
　予約はうるま市役所市民生活課まで　

☎ 973－ 5487
「緑の募金」にご協力ください！
【募集期間】2月 1日（月）～ 4月 30日（土）
　私たちの郷土を守り、水を育み、地球温暖化を
防止するなど多面的な機能を有する森林や緑を守
り育て、快適で潤いのある「美ら島」を創ること
を目的に「緑の募金」運動が行われます。
　集まった募金は県内外各地の緑化活動に活かさ
れ、うるま市では自治会や学校等の緑化活動資金
等として役立てています。
　緑の募金にご協力をお願いします。

農政課　☎ 965-5624

人権擁護委員の委嘱について
　德

とく
本
もと

紀
のり

子
こ

氏、前
まえ

田
だ

泰
やす

宏
ひろ

氏、真
ま

鶴
づる

陽
よう

子
こ

氏が平成 28 年 1
月 1 日付けで法務大臣から委嘱され、再任となりました。
　人権擁護委員は、地域の皆さんから人権相談を受け、
問題解決のお手伝いをしたり、法務局の職員と協力して
人権侵害による被害者の救済をしたり、地域の皆さんに
ついて関心を持ってもらえるような啓発活動を行ってお
ります。
　うるま市ではおよそ月 1 回、人権相談所を開設してい
ます。相談ごとがありましたら、お気軽にご利用ください。
【お問い合わせ】
那覇地方法務局　沖縄支局　☎ 937-3278
うるま市役所市民生活課　　☎ 973-5487
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沖縄県知事（6）2709号（公社）沖縄県宅地建物取引業協会会員
うるま市みどり町4丁目19番12号

安慶名十字路より前原高校向け 200m 先左側

具志川店

不動産を売りたい方
売却を検討されている方
お気軽にご相談ください！

TEL 979-2200

無料査定・秘密厳守高額査定、一括即金にて買取ります
土地・中古住宅・アパート・軍用地・不動産全般

テレビ CM でお馴染み査定担当 とうまです！

企画課  ☎ 973-5005

みんなで
話し合ってみよう！

詳細はこちらから

人参収穫体験 /魚セリ体験 /魚さばき体験 /貝細工体験 /生もずくつかみどり /人参フルコースランチ /芸能ステージ /島内バスツアー

お問い合わせ：株式会社 カルティベイト TEL（098）868-3856
主催：津堅島祭り実行委員会 / 共催：うるま市・うるま市観光物産協会 /
協賛：オリオンビール株式会社・有限会社 神谷観光・津堅郷友会
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ご寄付・ご寄贈ありがとうございます
うるま市育英会へ
☆有限会社 昭和事務機社　様（石川東恩納）より　
　20 万円の寄付

うるま市社会福祉協議会へ

☆株式会社 司海洋土木工業　様（字喜屋武） より
　10 万円の寄付
☆有限会社 昭和事務機社　様（石川東恩納） より
　10 万円の寄付
☆濱

はま
村
むら

 政
まさ

信
のぶ

 様（与那城）より3 万円の寄付
☆吉

よし
岡
おか

 直
なお

江
え

 様（与那城伊計）より５万円の寄付

消防活動状況（平成２8 年 1 月）

うるま市の人口

救急出場件数 569 件 （569件）
搬送人員 513 人 （513人）
火災件数 1 件 （1件）
 （　）は平成 28 年 1 月からの累計。

  平成 28 年 2 月 1 日  前月比 

 人口 122,201 人 ＋ 102
 男　 61,238 人 ＋ 62
 女　 60,963 人 ＋ 40
世帯数 49,442 戸 ＋ 98

◆		想定される地震被害　	
～甚大な津波被害と長期間の	
避難生活～

　沖縄県による地震被害想定調査（平成２５
年）において被害想定が最大とされている
のは沖縄本島南東沖地震３連動です。
　その想定される地震被害は、死者数が県
全体で約１万１千人、うるま市では約１千７百
人で、そのほとんどが津波によるもので
す。また、建物被害（全壊）は、県全体で
約５万８千棟、うるま市では約７千３百棟で、
その多くが津波によるものです。
　ライフラインについては、 断 水 人 口
が県全体で約７７万６千人、うるま市では
約１１万７千人。 停電件数は県全体で約
２２万４千軒、うるま市では約２万９千棟に上
り、ほぼ全ての世帯が断水、停電となり、
大半は 1 カ月経っても復旧しません。
　このような大規模災害による被害者とな
らないよう、また、長期間のライフライン
の断絶にも耐えられるよう、自助、共助、
公助の取組みを強化していかなければなり
ません。

◎大切な命を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。
◎あなたも救命のリレーに参加しませんか。
※   AED は誰でも使える救命の道具です、応急手当講習会を受

講して使い方を覚えましょう！
◎  救急出場が増加傾向です。軽いケガの時は近くの医院、診療

所での受診をおすすめ致します。
　（救急車の適正利用をお願いします。）
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助成：（一財）地域創造


